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A study of Methods and Etudes at the clarinet class of Conservatoire de Paris: 










レオノール・クローゼ Hyacinthe Eléonore Klosé (1808-1880)と楽器製作者ルイ＝オーギュス


















１ パリ音楽院のクラリネット科のはじまりと 3つのメソッド 
 まず、クローゼの教材が誕生するまでに、パリ国立高等音楽院 Conservatoire national 
supérieur de musique de Paris のクラリネット科で用いられていた学習教材について調査す
る。 
現在のパリ国立高等音楽院は 1795 年に音楽院 Conservatoire de musique として設立され、
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Nouvelle méthode de clarinette et raisonnement des instruments』（1796）と、ジャン・グザビエ・
ルフェーブル Jean Xavier Lefèvre (1763-1829)のメソッド『クラリネットのメソッド Méthode 
de clarinette』（1802）である。 
１-１ ブラシウのメソッド 

























勢が示されている。ブラシウは 4 つのクラリネット協奏曲や 6 つのクラリネットソナタ、
クラリネットデュオやクラリネットを含む室内楽曲なども数多く作曲している。 
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ブラシウのメソッドについての研究は、ウィリアム・メンキン William Menkin (n.d.)の
博士論文『Frédéric Blasius: Nouvelle méthode de clarinette et raisonnement des instruments. A 
complete translation and analysis with an historical and biographical background of the composer 
and his compositions for clarinet』（1980）がある。 
１-２ ルフェーブルのメソッド 
次に、ルフェーブルのメソッドである。1795 年から 1824 年まで教鞭をとったルフェー
ブルは、15 歳で王立軍楽隊のクラリネット奏者となり、後に国立軍楽隊の指揮者となった。
また、オペラ座のソリストも務め、コンセール・スピリチュエルでも演奏した。ルフェー

















る。ルフェーブルは 6 つの協奏曲や 2 本のクラリネットのための交響的コンチェルタント
が 2 曲、アリアと変奏、クラリネットデュオ・トリオやクラリネットを含む室内楽曲など
も数多く作曲している。 
ここで、メソッドに用いられる調号に注目すると、♯♭がそれぞれ 2 つまでで、♯が 3






                                                        
1 ルフェーブルのクラリネットは、ブラシウが用いたクラリネットに 6 番目の鍵が付け足されている。 
2 当時の管を持ち替え場合は、5 つに分解できる管体のうち、途中の最も長い管の部分だけを変えること
によって管全体の調子を変えているとルフェーブルのメソッドには記されている。C 管の一部の管を変え
ると H 管に、B 管の一部の管を変えると A 管に調子が変わるという具合である。今日ではこのような楽
器の一部を変えることはせず、独立した C 管、B 管、A 管の楽器がある。ただし H 管は使用されない。 
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Hector Berlioz (1803-1869)の有名な管弦楽法の著書『現代楽器法および管弦楽法大概論 




 ミュラーのメソッドについての研究は、ロウェル・ヴェア・ヤングズ Lowell Vere Youngs 
(n.d.)の博士論文『Jean Xavier Lefèvre: his contributions to the clarinet and clarinet playing』
（1970）がある。 
１-３ ベールのメソッド 
 以上のように、まずはパリ音楽院設立当初の 2 人の教授のメソッドを調査した。次に、
1831 年から 1838 年に教授を務めたフレデリック・ベール Frédéric Berr (1794-1838)のメソ
ッドについて調査する。マンハイム生まれのベールは音楽を学ぶためにパリにやってきて
バソン奏者となった。同時に作曲やクラリネットも学び、後にイタリア劇場のクラリネッ
ト奏者となった。ベールはイヴァン・ミュラー Ivan Müller (1786-1854)の発明した 14 鍵ク







する 1824 年までは従来の 6 鍵クラリネットを使用し続け、その後ミュラー式クラリネット
に変えた。 
                                                        
3 ミュラーは当初 13 鍵クラリネットを発明したが、ベールのメソッドは 14 鍵クラリネット用である。こ
の 2 つのクラリネットの違いは、音程補正のための 14 番目の鍵にある。この鍵を誰が付け足したかにつ
いて、ベールはメソッドでは述べていない。しかし、その後この 14 番目の鍵はあまり普及しなかったよ
うである。事実、1839 年に出版されたベールのメソッドの改訂版『6 鍵および 13 鍵クラリネットの新し
いメソッド（J.ウーネ・ベール編）；フレデリック・ベールの 45 の易しい作品と段階的エチュードおよび
デュオ付き／Nouvelle méthode de clarinette à 6 et 13 clefs / par J. Eunès Berr ; augmentée de 45 pièces faciles, 
études et duos progressifs par Frédéric Berr』は 6 鍵クラリネット用（ルフェーブル式）および 13 鍵クラリ
ネット用（当初のミュラー式）に書かれている。 
4 このメソッドは音楽院の生徒のためだけでなく、ベールが楽長を務め 1836 年に設立された軍楽隊の音
楽家を育成する Gymnase musical militaire の教材としても使用された。 
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 一方、ベールは 1825 年にイタリア劇場の 2 番クラリネット奏者になった際に、1 番クラ





















たり、カール・マリア・フォン・ウェーバー Carl Maria von Weber (1786-1826)の《クラリ
ネット五重奏曲》、ルイ・シュポーア Louis Spohr (1784-1859)の《クラリネット協奏曲》
などの難しいパッセージを抜粋して載せたりして、応用的な内容をメソッドに盛り込んで












                                                        
5 ベールは 1836 年に『Traité complet de la clarinette à 14 clefs : manuel indispensable aux personnes qui 
professent cet instrument et à celles qui l'étudient』も出版しており、特にこの概説書では 1 つ 1 つの鍵の詳し
い扱い方を記している。 
譜例 1（ベールのメソッド p.190 エチュード No.20） 
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うため、メソッドの中で 3 点ト（記譜）以上の音を用いない」ことも述べている（Berr 1836: 
182）。さらに「オーケストラで使われる C 管、B 管、A 管はそれぞれの管で音色の特徴が
異なるため、作曲家が指定した管とは別のもので移調して演奏するのは避けるべきである」
とも述べ、音色の特徴については、「C 管は輝かしく、B 管は品があり、A 管は柔らかい」
と述べている（Berr 1836: 182）。この鋭くなる高音についてはベルリオーズの管弦楽法で、
また管による音色の違いについては 1904 年に出版されたシャルル＝マリー・ヴィドール 





劇の旋律を用いた技巧的なファンタジーを 28 つも作曲している。 
２-４ ベールのエチュード 
ベールはメソッドだけでなくエチュード《2 巻からなるクラリネットの段階的エチュー
ド Etudes progressives pour la clarinette en 2 livres》（n.d.）を書いている。メソッドの中でも
ベールはエチュードを書いているが、それよりもこのエチュードは各曲が長く、1～3 ペー
ジからなる。全 14 曲のエチュードの作曲の手法は先ほどの譜例 1 と同様に、1 つの要素を











































ッド『可動リング付きクラリネットと 13 鍵クラリネットの指導のためのメソッド Méthode 













                                                        
6 クローゼは当時、大発明となったテオバルト・ベーム Theobald Böhm (1794-1881)のベーム式フルートの
可動リングシステムをクラリネットに応用した。そのため、ベーム式クラリネットは当初、可動リング付
きクラリネット clarinette à anneaux mobiles と名付けられていた。 














クローゼのメソッドについての研究には、John Murphy (n.d.)の博士論文『The clarinet 
tutors of Xavier Lefevre, Ivan Muller and Hyacinthe Klose, and their contribution to the technical 







・ シュポア、マイセダー、バイロ、ダヴィッドの作品による 14 のエチュード 
14 Etudes d'après des oeuvres de Spohr, Mayseder, Baillot et David 
・ クロイツァーとフィオリッロによる 20 のエチュード  
20 Etudes d'apres Kreutzer et Fiorillo 
・ H.オモンによる 30 のエチュード 30 Etudes d'apres H.Aumont 
・ 20 の旋律的なエチュード 20 études mélodiques 
・ 性格的エチュード Etudes Caracteristiques 
・ 様式とメカニズムのエチュード Etudes de Genre et de Mecanisme 
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うち 1 番から 11 番は実際に卒業試験で使用された。また、Air varié と名付けられた 8 番ま
で出版されており、1 番から 4 番は卒業試験で使用された。さらに、オペラの旋律を用い
た技巧的なファンタジーも多く残している。 
 





 では、次にクローゼ以降にエチュードを残した 3 人の教授、シリル・ローズ Cyrille Rose 
(1830-1902)、プロスぺ・ミマール Prosper Mimart (1859-1929)、オーギュスト・ペリエ 
Auguste Périer (1883-1947)のエチュードを調査する。 
３-１ ローズのエチュード 
 ローズはパリ音楽院でクローゼに学び、1947 年に一等賞をとる。1857 年から 1891 年ま
でオペラ座で演奏し、パリ音楽院管弦楽団でも 1857 年から 1872 年まで演奏している。ロ
ーズはその音色と音楽的なフレージングを高く評価されており、シャルル・グノー 
Charles  Gounod (1818-1893)やジュール・マスネ Jules Massenet (1842-1912)からクラリネ
ットの技術的な視点からの助言をしばしば求められた。1876 年から 1900 年までパリ音楽
院の教授を務め、多くのクラリネット奏者を育てた。また、クラリネットメーカーのビュ
ッフェと共同し、管体の内径を広げるなどの改良を試みている。 
 ローズの作ったエチュードは以下の 4 つである。 
 
・ ピエール・ロードの 24 のヴァイオリンカプリスによる 20 の大エチュード 
20 Grand Études d'après un choix fait parmi les 24 caprices pour violon de Pierre Rode（n.d.） 
・ マザスとクロイツェルの作品による 26 のエチュード 
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26 Études choisies dans les oeuvres de Mazas et Kreutzer（1886） 
・ シャルル・ダンクラ、フェデリゴ・フィオリッロ、ピエール・ジャヴィニエ、コンラ
ディン・クロイツァー、ジャック・フェレオル・マザス、フェルディナンド・リース、
フランツ・シューベルトのヴァイオリンエチュードによる 40 のエチュード 
・ 40 Études d'après des études pour violon de Charles Dancla, Federigo Fiorillo, Pierre 
Gaviniès, Conradin Kreutzer, Jacques-Féréol Mazas, Ferdinand Ries et Franz Schubert（1884） 
・ フェリングのエチュードによる 32 のエチュード 
32 Études arrangées et développées d'après celles de Ferling（n.d.） 
 
 ローズは自身で作曲はせずに、《20 の大エチュード》、《26 のエチュード》、《40 のエチュ
ード》ではヴァイオリンの作品を転用し、《32 のエチュード》ではオーボエのエチュード
を転用しエチュードを作っている。ここで、転用元の作品の作曲家について注目すると、
ピエール・ロード Pierre Rode（1774-1830）、ジャック・マザス Jacques Mazas (1782-1849)、










Musique de la Garde de Paris によって作られた。当時の隊員は 56 人で、そのうち Es 管クラ
リネットは 4 人、B 管クラリネットは 8 人と多くのクラリネットが必要であった。隊員は
コンクールによってメンバーは選ばれるため奏者のレベルが高く、パリ音楽院の生徒は演
奏補助で参加できた。1867 年には欧州軍楽隊コンクールで 1 等を受賞し名実ともにフラン
スを代表する吹奏楽団となった。その時、演奏された曲目はウェーバーの《オベロン序曲》
とリヒャルト・ワーグナー Richard Wagner (1813-1883)の《ローエングリン》の「婚礼の
合唱と結婚行進曲」であった。また、海外演奏旅行も行い、そこではジョアキーノ・ロッ
シーニ Gioachino  Rossini (1792-1868)の《ウィリアム・テル》序曲、グノーの《ファウス
ト》、ジョルジュ・ビゼー Georges Bizet (1838-1875)の《アルルの女》などが演奏された。
このように、管弦楽のための作品を吹奏楽に編曲して演奏することが多かったのである。
この編曲の方法について、楽長ガブリエル・パレス Gabriel Parès (1862-1934)は『軍楽隊
とファンファーレ隊のための管弦楽法 Traité d'instrumentation et d'orchestration à l'usage des 
musiques militaires d'harmonie et de fanfare』（1898）で、B 管クラリネットはヴァイオリンの
















いる。1905 年から 1918 年までパリ音楽院の教授を務めた。ミマールはベールのメソッド
の改訂版を 1907 年に出版している。ミマールは「クローゼのメソッドは技巧的な技術を習
得するためには必須である」と述べつつ、「ベールのメソッドの優れた点や個性的な部分に
関心をもち改訂版を出版した」と述べている（Mimart 1907: 序文）。ミマールは 1911 年に










とヴィドールの管弦楽法や、アンリ・ビュッセル Henri Büsser (1872-1973)の『楽器編成応
用概論 Traité pratique d'instrumentation』（1933）でも述べられている。また、クローゼのエ
チュードでも高音域は多用されておらず、最高音も 3 点へか 3 点トである。しかし、ミマ














譜例 7（No11 Allegro ♩＝112） 
譜例 8（No14 Très vif ♩.＝160） 
譜例 9（No20 ♩＝69） 




ペリエはパリ音楽院でクローゼの弟子であるシャルル・テュルバン Charles Turban 
(1845-1905)に学び、1904 年に一等賞をとる。ペリエはオペラコミック座のソリストであり、
1919 年から 1947 年まで音楽院の教授を務めた。ペリエの作ったエチュードは以下の 5 つ
である。 
 
・ 易しい 20 のエチュード 20 Études faciles（1935） 
・ デュオによるカプリスエチュード Études cprices en forme duo（1932） 
・ 30 のエチュード 30 Études（1930） 
・ 20 の技巧的なエチュード 20 Études de virtuosité（1932） 
・ 22 の近代的なエチュード 22 Études modernes（1930） 
 
まず注目したいのは、これらのエチュードの中でも難易度が特に高い《20 の技巧的エチ
ュード 20 Études de virtuosité》である。このエチュードでは、譜例 10、11、12 のように、


























譜例 11（No11 Allegretto ♩＝116） 
～ 
～ 
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